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表現の自由、

令和７（2025）

　　　 令和３（２０２１）年には

　　　　　　　　　　　　　　　　　、令和６（２０２４）年には、同法を改正し、大規模
特定電気通信役務提供者に対し、削除対応の迅速化及び運用状況の透明化を図るため
の義務を課す等の措置が講じられ、法律の題名が

　川崎市では、人権を尊重し、共に生きる社会を目指して、平成１２（２０００）年に「川崎市
人権施策推進指針」を、平成１９（２００７）年に「川崎市人権施策推進基本計画」を、平成
２７（２０15）年には「川崎市人権施策推進基本計画『人権かわさきイニシアチブ』」を策
定し、人権施策を総合的に推進してきました。
　また、全ての市民が不当な差別を受けることなく、個人として尊重され、生き生きと暮ら
すことができる人権尊重のまちづくりを推進するため、令和元（２０１９）年に「川崎市差別
のない人権尊重のまちづくり条例」（以下「条例」という。）を制定し、同条例に基づき、人
権に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、令和４（２０２２）年３月に「川崎市
人権施策推進基本計画・第１期実施計画『人権かわさきイニシアチブ』」を策定しました。
　計画期間を１０年間とする基本計画では、「市民一人ひとりの人権と多様性が尊重され
不当な差別のないまち　かわさき」を基本理念として掲げ、また、「差別や偏見のない優
しさにあふれたまちづくり」、「互いの違いを理解し、個人として尊重し、共に生き生きと
暮らせるまちづくり」、「人権侵害による被害の救済を図るため、必要な支援が受けられ
るまちづくり」、「市民、事業者、市が共に考え、取り組む人権尊重のまちづくり」の４つ
の基本目標を定め、人権に関する様々な事業・取組を推進しています。
　令和８(２０２６)年３月には第２期実施計画を策定しており、条例や基本計画、第２期
実施計画に基づき、川崎を一人ひとりの人権が尊重され、幸せのあふれる「最幸のまち　
かわさき」にするため、不当な差別のない人権尊重のまちづくりに取り組んでいます。

（第二次）



令和8(2026)年度から令和11(2029)

子どもの権利の尊重
子どもの意見表明・参加の促進
子どもの最善の利益の確保

男女共同参画に係る教育・啓発の推進
職業生活・家庭生活における男女共同参画の推進
地域における男女共同参画の推進
ＤＶ及び困難を抱える女性等への支援

地域と関わる～「合理的配慮」の考え方が広く普及した「心のバリアフリー都市川崎」の実現～

第2期実施計画について



性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する啓発の推進

等

体制

事業

※ゲノム情報（遺伝情報）と人権

全体目標

人権について興味・関心を持つ市民の割合

平等と多様性が尊重されていると思う市民の割合

68.0%以上
【令和11(2029)年度】

70.0%以上
【令和13(2031)年度】

42.3%以上
【令和11(2029)年度】

43.0%以上
【令和13(2031)年度】

39.9%
【令和7(2025) 年度】

65.8%
【令和7(2025) 年度】

14.9%
【令和7(2025) 年度】

88.4%
【令和7(2025) 年度】

51.1%
【令和7(2025) 年度】

71.7%
【令和7(2025) 年度】

51.6%
【令和7(2025) 年度】
70.4%

【令和7(2025) 年度】

39.0%
【令和7(2025) 年度】

51.3%
【令和7(2025) 年度】

47.1%
【令和7(2025) 年度】

50.7%
【令和7(2025) 年度】

53.0%
【令和7(2025) 年度】

55.3%
【令和7(2025) 年度】

14.5
【令和3(2021)年～
令和5(2023)年の平均】

13.5 未満
【令和6(2024)年～
令和11(2029)年の平均】

75.8%
【令和7(2025) 年度】

34.2%
【令和7(2025) 年度】

60.7%
【令和7(2025) 年度】

53.0%
【令和7(2025) 年度】

51.6%
【令和7(2025) 年度】

45.0%以下
【令和11(2029) 年度】

47.2%以下
【令和11(2029) 年度】

53.9%以下
【令和11(2029) 年度】

29.0%以下
【令和11(2029) 年度】

70.4%以下
【令和11(2029) 年度】

46.6%以下
【令和11(2029) 年度】

48.9%以下
【令和11(2029) 年度】

43.3%以下
【令和11(2029) 年度】

40.1%以下
【令和11(2029) 年度】

44.7%以下
【令和11(2029) 年度】

33.0%以下
【令和11(2029) 年度】

66.0%以下
【令和11(2029) 年度】

42.7%以下
【令和11(2029) 年度】

67.8%以下
【令和11(2029) 年度】

39.2%以下
【令和11(2029) 年度】

93.0%以上
92.3%以上

【令和11(2029) 年度】

2 つ
【令和7(2025) 年度】

65.4%
【令和7(2025) 年度】

6 つ
【令和11(2029)年度】

32.0%以上
30.6%以上

【令和11(2029)年度】

83.6%以上
【令和11(2029)年度】



2
　「本邦外出身者に対する不当な差別的言動」の定義に該当する投稿等のうち、川崎市と一定
の関わりがあるものについて、「川崎市差別防止対策等審査会」の意見を聴いて、拡散防止措
置（プロバイダ等への削除要請）を行った上で、対象となった投稿等の表現内容の概要等を公
表します。

不当な

◎
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地図 MAP

～めざせ！やさしさ日本代表！～

かわさきパラムーブメントを知っていますか？

　次のイラストを見てください。車いす利用者が階段を上がれずに困っています。この
場面において「障害の原因」とは何でしょうか。

　このような状況が生まれるのは、この人の足が不自由で歩け
ないからだけではありません。階段ではなく、スロープであれ
ば車いすを利用していても歩ける人と同様に移動できます。こ
の例において障害とは段差であり、周りの環境です。このよう
な社会の作りや環境などの社会的障壁（バリア）が障害の原因
と捉える考え方を「障害の社会モデル」といいます。
※「障害の社会モデル」は障害者差別解消法や心のバリアフリー、本市で策定している合理的配慮の提供等に係る基本
方針など、障害に関連する法律や行動指針の基本となる考え方です。

障害とは何でしょうか？かわさきパラムーブメントとは

かわさきパラムーブメントでの取組はホームページやSNSで発信中です！

にほん だいひょう

　かわさきパラムーブメントは、「誰もが自分らしく暮らし、自己実現を目指せる地域
づくり」を目指し、誰もが交じり合う共生社会の実現に向けて取り組んでいるものです。
　人はさまざまな個性を持っています。それぞれの個性を活かしながら、やさしさあふ
れる「かわさき」を市民のみなさんと作り上げていきます。

【本市が目指す、誰もが違いを尊重しながら共に生きる社会のイメージ】
赤は社会的マイノリティ、白はマジョリティとされる人たちを表し、互いに関わり合いながら共に生きる姿を示しています。

　私たちのまちには、意識や制度、環境など、まだ多くの「社会
的障壁（バリア）」があります。こうした課題を背景に、東京
2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として、
かわさきパラムーブメントの取組をスタートしました。
　障害の有無や年齢、人種、LGBTQなどに関わらず、一人ひと
りの違いを尊重し、誰もが活躍できる社会の実現に向けて、「め
ざせ！やさしさ日本代表！」を合言葉に、意識の変革や環境整備
などを進めています。
　かわさきパラムーブメントは、誰か一人で進められるものではあり
ません。さまざまな人がお互いを尊重し、互いに支え合うことが必
要です。
　だからこそ市民の皆さんと一緒に次の多様性と社会的包摂に関
する７つのレガシーの実現に向けて行動し、よりよいまちを目指
していきます。

公式note公式X公式ホームページ

●社会的障壁の主な4分類
障壁の種類 内容

施設や設備等

ルールや条件等

慣習や情報提供等

無知、無関心、
偏見等

事物の障壁

制度の障壁

慣行の障壁

観念の障壁

具体例
入り口に階段があり、スロープもない、ハイカ
ウンターの窓口、狭い通路等

“障害者はできないだろう”、“障害者はかわい
そう”という心のバリア

同伴者を求める、欠格条項等

音声のみの緊急情報、資料提供がない講演会

●もし困っている人を見かけたら？
　街の中で、困っている人を見かけたとき、声をかけるのは、少
し勇気がいるかもしれません。でも、完璧でなくても、断られて
も大丈夫。「何かお手伝いしましょうか？」その一言が、支えに
なることもあります。
　一方で、その一言が自然に出てくるかどうかは、個人の気持ちだけの
問題ではありません。周りの雰囲気や、その場の環境によって、行動し
やすさは大きく変わります。誰もが無理なく声をかけられる社会とは、
どんな社会でしょうか。
一人ひとりの行動とともに、社会全体でも考えていくことが大切です。
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189（いちはやく）

・
大人の方用

令和7（2025）年度
川崎市内における児童虐待相談及び通告件数（年齢別）

（こども未来局公表資料）

０～３歳未満
３歳～就学前
小学生
中学生
高校生・その他
不明

　令和6（2024）年度の子どもの
市全体の虐待相談及び通告件数は
（市内児童相談所・区役所計）は、
令和5（2023）年度の5,238件と
比べ、5,601件で、対前年度比
6.9％の増加となっています。
　また、令和6（2024）年度の年齢
別では、小学生が1,752件（33.1％）
と一番多く、次いで0歳～3歳が
1,518件（27.1％）となっています。

P.47

P.46

P.35

3700

0120-0-78310
、「こども性暴力防止法」

性暴力等

　平成元（１９８９）年に国連総会において採択された「子どもの権利条約」の基本的考え方
は、「差別の禁止」「子どもの最善の利益」「生命・生存及び発達に対する権利」「子どもの
意見の尊重」の４つで表されます。これは条文にかかれている権利であるとともに、子どもの
権利の実現を考えるときに合わせて考えることが大切な「原則」であるとされています。

不明高校生・その他

中学生

小学生 ３歳～就学前

０～３歳未満

1.8%
8.1%

12.9%

33.1% 19.3%

24.8%

来所相談（学校からの申込…学校にご相談ください）


